
4月21日（月）　令和７年度春季リーグ戦第３節２回戦

【試合結果】

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

和歌大 0 0 1 1 1 0 0 0 0 3

阪公大 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

【打者成績】 【打者成績】
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1 二 伊東 4 2 0 0 1 中 根来 3 3 0 0

2 左 橋本 2 3 1 0 2 遊 疋田 4 4 1 0

3 右 田中文 4 4 0 0 3 右 前田 3 4 1 1

4 指 熊埜御堂 4 2 0 0 4 指 菱田 2 4 1 0

打指 溝口 4 1 0 0 5 左 林 2 4 1 0

5 中 小澤 4 3 0 1 6 三 田中創 3 4 2 0

6 三 佐藤 3 3 0 0 走 野田 2 0 0 0

三 藤木 2 0 0 0 7 一 大西 4 3 0 0

7 一 木村 4 3 1 0 8 二 樋口 4 2 0 0

8 遊 澤田 1 3 0 0 9 捕 小田竜 4 2 0 0

9 捕 田中慎 4 4 1 0 打 京橋 4 1 0 0

投 片山 3 - - - 捕 小田一 2 0 0 0

三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点 投 吉岡 3 - - -

4 6 3 0 2 28 3 1 田中綾 4 - - -

利川 2 - - -

山本 3 - - -

宮田 2 - - -

三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点

4 2 1 1 1 31 6 1
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【投手成績】 【投手成績】
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片山 9 123 34 31 6 4 2 1 1 吉岡 5 103 24 16 1 2 6 3 1

合計 9 123 34 31 6 4 2 1 1 田中綾 1 20 3 3 1 1 0 0 0

利川 1 12 3 3 0 0 0 0 0

山本 1 7 3 3 0 0 0 0 0

宮田 1 19 4 3 1 1 0 0 0

合計 9 161 37 28 3 4 6 3 1

【戦評】

本日先発の吉岡（法３・大阪明星）は、初回、先頭打者に四球を与えると、犠打、暴投で三塁まで進まれます。しかしここは、２つの三振でピンチを切り抜けます。２回もランナーを許しますが、後続はしっかりと抑え、

得点を与えません。

一方、先制点を挙げたい攻撃ですが、相手投手の好投を前に、３回までランナーを出すことができません。

３回表、四球と味方の失策で１点を先制されます。さらに４回にも、四球と失策が重なり、１点を奪われます。

４回裏、一死から主将疋田（工４・広島新庄）が安打で出塁すると、盗塁を決め、チャンスを作ります。続く前田（現３・須磨学園）が適時打を放ち、疋田が生還。１点を返します。さらに菱田（農２・関西大倉）の安打

で一死一二塁としますが、後が続かず、追いつくことはできません。

５回表、吉岡は複数の四球と安打で、一死満塁とされます。ここで犠牲フライを放たれ、１点を追加されます。なおもピンチは続きますが、後続は抑え、最少失点で切り抜けます。

６回からは、投手陣の継投に入ります。

まず、吉岡に代わって田中綾（工４・市立西京）がマウンドに上がります。二死から安打を許しますが、見事な牽制で相手を刺し、３人で終えます。

続いて、7回表のマウンドを任された利川（経２・西大和学園）は、落ち着いた投球で三者凡退に抑えます。

さらに、８回表からマウンドに上がった山本（文３・清教学園）も、巧みなコントロールで相手打線を圧倒し、三者凡退とします。

投手陣が作った良い流れを攻撃に持ち込みたいところですが、なかなか相手投手に対応できず、得点を挙げることはできません。

９回表、マウンドを託された宮田（工２・倉敷青陵）は、先頭打者に安打を許すと、犠打を決められ、ピンチを招きます。しかし、ここは後をしっかりと抑え、無失点で攻撃陣に託します。

なんとか追いつきたい最終回の攻撃。二死から、林（工２・大阪明星）、田中創（法３・金沢桜丘）の安打でチャンスを作りますが、相手の好守に阻まれ、試合終了。１－３で敗戦いたしました。


